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した。手続きでは、A 幼稚園 5 歳児 3 クラス計 72 人（本研究の対象児 46 人）に対して、
3 ケ月間にわたって、「小１プロブレムを防ぐ保育活動プログラム」40 題材を適用し








































 保育活動プログラムを適用した対象児は、Ｙ県の私立 A 幼稚園 5 歳児 3 クラス計
72 人（本研究の対象児は 46 人）である。A 幼稚園は、市内の中でも障害の診断・判
断が多く、就学時健診で 7 人が通常学級在籍での要観察となっていた。  
（２）実施期間 
 保育活動プログラムの適用期間は、20✕✕年 1 月～3 月（3 か月間）である。保育活動プログ
ラムの適用時間は、週 2 回程度、10 時～12 時（120 分）に設定した。 
２．「小１プロブレムを防ぐ保育活動プログラム」の内容 
 保育活動プログラムは、表１に示した三浦  (2013)が作成した『小１プロブレムを
防ぐ保育活動（実践編）』にある計 40 題材とした。1 つの題材は小学校の授業時間に合わ
せて 40 分とし、120 分の中で３つの題材を実施した。この題材には、小学校の教科学習や集
団活動で必要としてる能力が盛り込まれている。具体的な保育活動プログラムの事例として、
表２に「No.11 丸、三角、四角の形はどれ？」を示した。  
３．「小１プロブレムを防ぐ保育活動プログラム」の効果検証 
（１）検証時期  
検証時期は、小学校入学後の 7 月（1 学期終了時）とした。 
（２）アンケート調査の検証内容 
適応状況についてのアンケート調査は、A 幼稚園 5 歳年長児が最も多く就学する X 小学校 4
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 クラス 121 人（A 幼稚園出身 30 人、一般幼稚園出身 91 人）と Y 小学校 4 クラス 103 人（A 幼
稚園出身 16 人、一般幼稚園出身 87 人）、計 8 クラス 224 人（A 幼稚園出身 46 人、一般幼稚園
出身 178 人）とし、２つの小学校の 1 年生担任（8 クラス 8 人）に対して実施した。  
 アンケート調査の内容は、「国語の読み（平仮名や片仮名）」、「国語の書き（平仮名や片仮名）」、
「算数の読み書き」「算数の計算」、「視写（板書や観察）」、「対人関係（トラブル）」、「聞く（集
中力･離席）」、「話す（コミュニュケーション）」の 8 項目を設定し、それぞれの項目を「0 点：
全くない」「1 点：あまりない」「2 点：多少ある」「3 点：大いにある」の 4 段階評価
で点数化した。アンケート調査内容の一部を表３に示した。  
（３）分析方法 












 図 1 には、小学校入学後の 7 月時点において、A 幼稚園出身児と一般幼稚園出身児
について、8 項目（国語の読み、国語の書き、算数の読み書き、算数の計算、視写、対人関




き 16％、算数の計算 24％、視写 24％、対人関係 13％、聞く 24％、話す 20％であった。一方、
一般幼稚園出身児は、国語の読み 25％、国語の書き 36％、算数の読み書き 23％、算数の計
算 24％、視写 35％、対人関係 35％、聞く 33％、話す 25％であった。このことから、８項
目全てにおいて、A 幼稚園出身児の方が一般幼稚園出身児よりも出現率が少なかった
ことが明らかとなった（算数の計算は同率であるが、詳しくは A 幼稚園出身児 23.9％、
一般幼稚園出身児 24.3％である）。不適応状況の出現率は、A 幼稚園出身児が 13～31％、
一般幼稚園出身児が全体の 23～35％であった。平均出現率は、A 幼稚園出身児 21％、
一般幼稚園出身児 30％で、A 幼稚園出身児が平均出現率で約 10％少なかった。 
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 表１  「小 1 プロブレムを防ぐ保育活動プログラム」の題材一覧（三浦 ,2013）  
 
   題   材   名  保 育 所 ・ 幼 稚 園 の 領 域  小 学 校 の 教 科       引き出す能力  
① 自 己 紹 介 を し よ う  人 間 関 係 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  国 語 （ 生 活 ）  話 す 、 聞 く 、 人 と の 関 わ り 、 表 現 力 、  
② 宅 配 便 ご っ こ を し よ う  人 間 関 係 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  国 語 （ 生 活 ）  話 す 、 聞 く 、 役 割 、 平 仮 名 理 解 、 書 く  
③ ど ん な お 話 だ っ た か な ？  言 葉 （ 表 現 ）  国 語 （ 生 活 ）  集 中 力 、 想 像 力 、 記 憶 力 、 話 す  
④ 言 葉 を 聞 い て 伝 え よ う  言 葉 （ 表 現 ）  国 語 （ 生 活 ）  記 憶 力 、 集 中 力 、 伝 達 能 力 、 話 す  
⑤ 反 対 の 言 葉 を 考 え よ う  言 葉 （ 表 現 ）  国 語 （ 生 活 ）  対 語 の 理 解 、 表 現 力 、 想 像 力  
⑥ 鉛 筆 で 書 い て み よ う  環 境 （ 言 葉 ）  国 語 （ 生 活 ）  書 く 、 筆 圧 、 鉛 筆 の 持 ち 方 、 運 筆 、  
⑦ 平 仮 名 と 自 分 の 名 前  環 境 （ 言 葉 ）  国 語 （ 算 数 ）  平 仮 名 の 理 解 、 左 右 の 区 別 、 数 字 理 解  
⑧ い ろ い ろ な 言 葉 を 作 ろ う  環 境 （ 言 葉 ）  国 語 （ 生 活 ）  平 仮 名 の 理 解 、 物 の 知 識 、 協 力  
⑨ 小 学 校 カ ル タ を し よ う  環 境 （ 言 葉 ・ 人 間 関 係 ）  国 語 （ 生 活 ）  平 仮 名 理 解 、 集 中 力 、 判 断 力 、 数 字 理 解  
⑩ 数 字 を 数 え よ う  環 境 （ 言 葉 ）  算 数 （ 生 活 ）  数 唱 、 数 字 理 解 、 左 右 の 区 別  
⑪ 丸 、 三 角 、 四 角 は ど れ ？  環 境 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  算 数 （ 生 活 ）  形 の 区 別 、 聞 く 、 見 る 、 想 像 力  
⑫ 大 き い 、小 さ い の は ど っ ち ？  環 境 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  算 数 （ 生 活 ）  大 き さ の 比 較 、 聞 く 、 見 る 、 想 像 力  
⑬ 高 い 、 低 い の は ど っ ち ？  環 境 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  算 数 （ 生 活 ）  高 さ の 比 較 、 聞 く 、 見 る 、 想 像 力  
⑭ 長 い 、 短 い の は ど っ ち ？  環 境 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  算 数 （ 生 活 ）  長 さ の 比 較 、 聞 く 、 見 る 、 想 像 力  
⑮ 速 い 、 遅 い の は ど っ ち ？  環 境 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  算 数 （ 生 活 ）  速 さ の 比 較 、 聞 く 、 見 る 、 想 像 力  
⑯ 重 い 、 軽 い の は ど っ ち ？  環 境 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  算 数 （ 生 活 ）  重 さ の 比 較 、 聞 く 、 見 る 、 想 像 力  
⑰ 観 察 し て 仲 間 分 け し よ う  環 境 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  生 活 （ 国 語 ）  観 察 力 、 想 像 力 、 知 識 、 動 植 物 の 区 別  
⑱ ３ つ の ヒ ン ト で 当 て よ う  環 境 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  生 活 （ 国 語 ）  抑 制 力 、 想 像 力 、 表 現 力 、 物 の 知 識  
⑲ 朝 昼 夜 の 区 別 を し よ う  環 境 （ 言 葉 ・ 表 現 ）  生 活 （ 算 数 ）  自 然 現 象 、 時 間 、 時 計 、 物 の 知 識  
⑳ 箸 で 上 手 に つ ま め る か な  健 康 （ 人 間 関 係 ）  給 食 （ 算 数 ）  集 中 力 、 箸 の 持 ち 方 、 数 字 、 協 応 動 作  
㉑ 手 遊 び を し よ う  人 間 関 係 （ 表 現 ）  音 楽 （ 生 活 ）  関 わ り 、 勝 敗 の 理 解 、 歌 唱  
㉒ 音 階 を 色 で 覚 え よ う  表 現 （ 言 葉 ）  音 楽 （ 図 工 )  音 階 の 理 解 、 色 の 区 別 、 音 感 、 歌 唱  
㉓ 楽 器 の 名 前 を 覚 え よ う  表 現 （ 言 葉 ）  音 楽 （ 生 活 ）  楽 器 の 知 識 、 記 憶 力 ､ 歌 唱  
㉔ 大 き い 音 、 小 さ い 音  表 現 （ 言 葉 ）  音 楽 （ 生 活 ）  大 小 の 区 別 、 リ ズ ム 感 、 歌 唱 、 想 像 力  
㉕ ど ん な パ ン が あ っ た か な  表 現 （ 言 葉 ）  音 楽 （ 生 活 ）  記 憶 力 、 リ ズ ム 感 、 歌 唱  
㉖ 丸 か ら 何 が で き る か な ？  表 現 （ 言 葉 ・ 環 境 ）  算 数 （ 図 工 ）  想 像 力 、 数 唱 、 数 概 念 、 色 の 区 別 、 歌 唱  
㉗ 友 達 の 顔 や い ろ い ろ な 絵  
を 見 て 描 こ う  
表 現 （ 人 間 関 係 ）  図 工 （ 生 活 ）  描 写 、 空 間 認 知 、 見 る  
㉘ ５ 日 間 同 じ 絵 を 描 こ う  表 現 （ 言 葉 ）  図 工 （ 生 活 ）  描 写 、 空 間 認 知 、 見 る 、 比 較  
㉙ 順 番 を 守 っ て 皆 で 一 つ の 絵
を 描 こ う  
表 現 （ 人 間 関 係 ・ 環 境 ）  
 
図 工 （ 生 活 ）  
 
ﾙ ｰ ﾙ、 見 る 、 聞 く 、 集 中 力 、 抑 制 力 、
着 席 行 動  
㉚ 人 や 色 を 制 限 し な が ら 皆 で
一 つ の 絵 を 描 こ う  
表 現 （ 人 間 関 係 ・ 環 境 ）  
 
図 工 （ 生 活 ）  
 
ﾙ ｰ ﾙの 理 解 、 見 る 、 集 中 力 、 抑 制 力  
㉛ ど ん な 形 や 物 が で き る か な  表 現 （ 人 間 関 係 ・ 環 境 ）  図 工 （ 算 数 ）  空 間 配 置 、 手 と 目 の 協 応 動 作 、 模 倣 、  
㉜ 形 を ま ね し て 書 こ う  表 現 （ 環 境 ）  図 工 （ 算 数 ）  模 倣 、 空 間 認 知 、 協 応 動 作 、 書 く  
㉝ 何 を 描 い た の か な ？  表 現 （ 言 葉 ・ 環 境 ）  図 工 （ 生 活 ）  色 区 別 、 空 間 配 置 、 左 右 の 区 別 、 想 像 力  
㉞ ハ サ ミ で 切 っ て み よ う  表 現 （ 環 境 ）  図 工 （ 生 活 ）  ハ サ ミ 、 協 応 動 作 、 微 細 運 動 、 集 中 力  
㉟ 作 っ て 遊 ぼ う  表 現 （ 人 間 関 係 ・ 環 境 ）  図 工 （ 生 活 ）  速 さ 比 較 、 聞 く 、 見 る 、 想 像 力 、 関 わ り  
㊱ い ろ い ろ な 運 動 を し よ う  健 康 （ 人 間 関 係 ・ 環 境 ）  体 育 （ 生 活 ）  粗 大 運 動 、 ﾙ ｰﾙ、 器 械 運 動 、 平 衡 感 覚  
㊲ マ ト 当 て 名 人 は だ れ ？  健 康 （ 人 間 関 係 ・ 環 境 ）  体 育 （ 生 活 ）  粗 大 運 動 、 集 中 力 、 ﾙ ｰ ﾙの 理 解 、 承 認  
㊳ 昔 か ら の 遊 び を し よ う  健 康 （ 人 間 関 係 ・ 環 境 ）  体 育 （ 生 活 ）  微 細 運 動 、 粗 大 運 動 、 空 間 認 知 、 関 わ り  
㊴ ル ー ル を 守 っ て 遊 ぼ う  健 康 （ 言 葉 ・ 人 間 関 係 ）  体 育 （ 音 楽 ）  ﾙ ｰ ﾙの 理 解 、 友 だ ち へ の 応 援 、 賞 賛  
㊵ 自 分 の こ と を 知 っ て 遊 ぼ う  健 康 （ 言 葉 ・ 人 間 関 係 ）  体 育 （ 音 楽 ）  ﾙ ｰ ﾙの 理 解 、 自 己 理 解 、 譲 る 、 機 敏 性  
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 表２  具体的な保育活動プログラムの事例「丸、三角、四角の形はどれ？」 
 
NO.11     「丸、三角、四角の形はどれ？」 
 
＜引き出す力＞    丸・三角・四角の区別、聞く、見る、想像力  
＜関連する能力＞   保育所・幼稚園等（環境、言葉、表現）   小学校（算数、生活）  
＜活動編成と時間＞  保育形態（一斉）   時間（約 20 分～ 40 分）  
                   ○は教師の動き  ◆は特に配慮を要する園児 





















































 「サッカーボール」 「これは、丸です。」 
 「おにぎり」 「これは、三角です。」 
 「テレビ」 「これは、四角です。」 





 「ドーナツ」→ 「屋根」→ 「携帯電話」→ 「歯ブラシ」→ 
 「リモコン」→ 「タイヤ」→ 「クレヨン」→ 「下敷き」→ 







 「シャボン玉」→ 「ノート」→ 「ハンカチ」→ 「山」→    
 「パソコン」→ 「帽子」→ 「時計」→ 「飛行機」→ 









































 表３  小学校 1 年生の適応状況についてのアンケート調査内容（一部のみ掲載） 
 
小学校１年生の学習等の困難についての調査  
                                          （●●市立●●小学校 １年１組） 
【国語】  
国語の学習で、困難性の状況（４段階）について該当する内容に○をつけてください。  
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人関係 13％、視写 11％、聞く 9％であった。一方、差異が小さかったのは、算数の計算 0％、
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